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葛はじめに

　去る６月２８日から４日間にわたり街並みが

美しいパリのパリ第５大学で第１４回核戦争防

止国 際医 師会 議（IPPNW ／ International 

Physicians for the Prevention of Nuclear 

War）世界大会が開催された。大会会長は

Dr.Abraham Behar。世界中から３４カ国、３１５

名の参加であった。「核戦争に反対し核兵器廃

絶を求める医師・医学者のつどい」（以下「つ

どい」）からは１５名（事務局１名、同時通訳者

２名を含む）が参加した。

　フランスのミッシェル前首相のスピーチで

開始された会議は、３つの作業部会と、４ワー

クショップ、３分科会と全体会議から構成さ

れており、その中の私が参加した分野から学

んだことや印象に残ったこと、「つどい」の活

動について感想を交え以下に報告する。

葛核廃絶をめぐる最近の国際情
　勢から

　ＮＧＯは１９９５年の地雷廃絶国際キャン

ペーン（ＩＣＢＬ）の成功以来年々力をつけ、

昨年のハーグ平和会議など国際政治の場で大

きな役割を果たすようになってきた。

　ＮＰＴ再検討会議の結果に明るい展望

　こうした状況のもと、本年４月から開催さ

れた核不拡散条約（ＮＰＴ）再検討委員会で

も核保有国は今までのように一方的に都合の

良いように進められなくなった。しかし、最

終合意文書では、核保有国は譲歩せざるをえ

なかったものの、我々が目指す「期限を切っ

た核廃絶交渉の開始」は実現しなかった。こ

のことに関し評価は分かれている。この最終

合意文書に対しＩＰＰＮＷは詳しく分析し、

大きな成果ではなかったが（今後の運動に）

非常に勇気付けてくれるものであるとの評価

をしている。

　その理由は、核保有国の不誠実な態度を許

していた「究極的核廃絶」という文言が消え、

変わって核保有国は核廃絶に向けて「明確な

約束」をした。同意された事項は元に戻さな

い、すなわち一度削減された核兵器は再度組

み立てないという原則が確立された。核兵器

能力に対する透明性の向上。非戦略核兵器の

一方的なさらなる削減。核兵器の攻撃目標は

ずしは合意できなかったが、核兵器の作動状

況を同意されたレベルまで減じるなどである。

具体性には欠けるが廃絶に向けた明確な方向

性が示されたのである。

　これら合意事項により、核廃絶は新しい局

面を迎え有利な状況になったが、それを具体

化させるには５年後の次回ＮＰＴ再検討委員

会に向けてもっと運動の力をつける必要があ

る。

　ＮＭＤに非難集中

　ＮＰＴ再検討委員会で核保有国が弾道弾迎

撃ミサイル制限条約（ABM 制限条約）の維

持、強化など核廃絶への一層の努力を誓って

いた時、一方ではアメリカは核軍縮に逆行し

核兵器のない新世紀へ
鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

保団連理事
非核・平和民主主義担当

松井和夫

世界の健康のために平和の処方箋を
―第 14回ＩＰＰＮＷ世界大会に参加して―



鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

19月刊保団連　2000.8 №673

新たな核軍拡を招く米本土ミサイル防衛（Ｎ

ＭＤ）を押しすすめるためロシア、中国など

の説得にあたっていた。核軍縮をすすめる一

方で、同時にＮＭＤをすすめるこの米国政府

の不誠実さに各国から抗議や非難の意見がた

くさん出された。

葛 IPPNW の新たな動きから

　以上のように状況は大きく変化しているが、

核保有国が固執する核抑止力政策を変えさせ

るにはまだまだである。ＮＧＯとして新たな

戦略、一層の努力が必要であるという共通認

識のもと、具体的な行動提起の提案が多く

なっていた。

　新しい戦略

　インターネット上で３つの作業部会、すな

わち「核兵器廃絶」「戦争防止」「新宣伝タス

クフォース ―― ＩＰＰＮＷの活動をより効

果的にＰＲするために」が大会前に開始され、

今後の２年間の具体的な行動計画が作成され

た。

　「核廃絶」作業部会の提案は、「核兵器が使

用された場合の健康への影響を明らかにし、

それを医学教育にどう盛り込むか、公教育に

どう盛り込むかを検討する」「核兵器は毒であ

り、それに関した出版物を出す」「大事なこと

は意思決定者、特に核保有国と話し合うこと」

「研究課題として『核がなくなったらどうなる

か』という政治家の恐怖に対して『軍縮が行

われても情勢は不安定にならない』というこ

とをどのように分からせるか」などである。

今後も作業部会は継続される。

　核廃絶の処方箋集（写真参照）

　会場では活動の武器として処方箋集が発表、

配布された。内容は前述した「ＮＰＴ再検討

会議」「核廃絶条約」「核兵器の照準外し」「偶

発的核戦争」「核兵器の使用、製造、テストの

医学的影響および、環境に及ぼす影響」など

の論文とレッドペーパーからなる。具体的な

データや提言が満載されており、ロビー活動

や地域で活用されることを目的としている。

我々も日本版を作成したい。

　次回ワシントン大会の意味

　次回世界大会は、２００２年５月１～５日にアメ

リカのワシントン特別区で開催される。これ

は明らかに米国政府へのロビー活動を意図し

てのことであり、期間中に「意思決定者との

対話の日」が設定され、合衆国議会に専門家

として圧力をかける実践活動が予定されてい

る。次回ＮＰＴ会議（準備会議はこの頃より

開始される）での期限を明確にした核廃絶実

現化に向けた実践的プログラムの一環である。

　ピースプロモーションを

　活動の中心がロビー活動に大きくシフトす

る一方、基本的課題である平和教育や宣伝活

動などについても大いに討論された。平和教

育は、まだ少数ではあるが、すでに欧米では

具体的にカリキュラムが作成され実施されて

いること、その作成には学生も参加している

ことなどが紹介された。そして、人権を重視

する立場からの平和教育の重要性が強調され

IPPNW による核兵器廃絶のための処方箋集
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た。この会場では学生も中心となって会議を

進めていた。さらに、「戦争の恐怖、原爆の恐

怖を知らせ脅すことでは戦争は防止されな

い」「平和を増進させること」が大切なのだと

述べられていた。平和教育はわが国でも今後

強力に取り組まなければならない課題である。

　原発問題

　初めて分科会のテーマとして原発問題が取

り上げられた。核兵器が原発とリンクしたも

のであり、核エネルギーの問題として両者は

同じという立場からである。このセッション

では「東海村事故が起こったのに、何故日本

は変わらないのか」「ドイツ、スイス、日本で

共同して運動をやろう」などの意見が出され

た。今後、代替エネルギーも含め、諸外国の

運動と協力することが重要である。

　その他

　地域紛争の地では学校が攻撃目標にされ、

先生がいないなどの理由で子供の５０％が教

育を受けられない。２割もの女性が敵兵士に

強姦され、敵兵士の子供を産み家族や社会か

ら追い出されている。さらに、子供兵士の問

題、生物・化学兵器の問題など悲惨な状況が

報告された。このやりきれない現状に、平和

と正義の２１世紀の実現を心から願う。

　北朝鮮からも６名が参加。来年の北アジア

大会が北朝鮮で、しかも南北両朝鮮の共同開

催の可能性が高いと発表されると割れんばか

りの拍手が起こった。朝鮮半島が緊張緩和に

向かうことで、核配備や軍事基地の口実がな

くなる。沖縄の基地問題の解決にもつながる

ことであり、南北の再統一を心から望む。

　医学生達の活気あふれるプレゼンテーショ

ンも素晴らしかった。

葛つどいの活動から

　「つどい」は、ヒロシマ・ナガサキアピール

署名や折鶴指導、被爆のパネル展示などをお

こなった。ルーマニアの医学部自治会連合に

被爆の実相ポスター一式を進呈することに

なった。活用され、被爆の実相が多くの医学

生達に伝えられることを望む。

　「つどい」の向山新氏、平林邦昭氏が全体会

議で発言。分科会でも若手の医師が積極的に

発言していた。わが国の置かれている状況は

先進国の中できわめて特異であり、紹介する

ことが重要である。

　さらに、「沖縄の基地問題」「日本における

原子力開発利用計画と六ヶ所村核燃料サイク

ル基地の問題」「被爆者の現状」など７編の文

書を配布した。

　今回新たな試みとして、パリから発信した

大会速報が「つどい」のホームページに載せ

られた。不慣れと時間的制約などにより不十

分なものではあったが、今後は速報を見なが

ら日本にいる人が意見を会議に反映させるこ

とも可能である。

葛パリ宣言

　パリ宣言が採択され、会議は終了した。以

下は宣言の要旨。

　世界の生き残りと人々の健康のために、国

内と国家間での平和と法の必要性を再確認す

るためにパリに集った。ＩＰＰＮＷ設立２０年

目にあたり、今は核兵器廃絶が中心的課題で

ある。小火器が人々を殺す最大の原因となり、

軍備の増強が貧しい国をより貧しくし、健康

を害している。

核兵器のない新世紀へ
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　ＩＰＰＮＷは、軍事的優位性が国際関係を

支配することを終わらせるリーダーシップを

求め、核保有国の意思決定者との対話をすす

めてきた。米国議会はＣＴＢＴも地雷禁止条

約の批准もできなかった。一方で核の臨戦態

勢を取り続け、ＮＭＤのテストをしている。 

　次回大会をワシントンで開催するのはこの

政治の流れを変える機会を作るためである。

医師として、より健康的な世界の実現をめざ

し、２１世紀には平和と正義のためのハーグア

ピールの実現を求める。南北両朝鮮の参加を

歓迎し、平和的統一に協力する。ここパリで

我々は互いに勇気付けられ力を新たにした。

平和な世界を作ることを継続する。

葛おわりに

　ＮＧＯは力をつけたと言われている。単に

反対する時代は終わり、政策を提言できる力

量を持つにいたった。しかし、こと核兵器廃

絶に関しては保有国の固執する力の方が遥か

に強い。

　今回の大会では、今まで以上にＮＧＯとし

てのロビー活動の重要性が強調された。これ

までの「意思決定者たちへ手紙を書く運動」

「中堅国への働きかけ」「他の専門的ＮＧＯと

の共同作業」などの実績に基づいたアプロー

チであり、２１世紀の国境を越えた政治のあり

方のひとつを示すものであろう。我々として

もこの手法を大いに学ぶ必要がある。少しは

変わりつつあるようだが、わが国の政府がＮ

ＧＯの意見に耳を傾けようとしないのは残念

なことである。

　情報通信の発達が運動そのものを大きく変

えている。事前にネット上で作業部会の準備

が開始され、大会終了後もそれがネット上で

継続される。インターネットを使えば世界は

簡単にひとつに結ばれる。メールを通して交

流を継続することも重要である。帰国したと

きにはすでに自宅にメールが届いていた。

　しかし、草の根運動であること、すなわち

周囲の人々に地道に働きかけることが重要で

あることに変わりはないことも忘れてはいけ

ない。具体的行動を起こすことも大切である。

　「つどい」はＩＰＰＮＷのアシュフォード会

長も招き、１０月２１～２２日に大阪で「核のな

い２１世紀へ――ＮＧＯの役割を強めよう」と

いうテーマで全国大会を開催する。「つどい」

として、一医師として何ができるか？いかに

回りの人を動かすか？などを討論したい。多

くの方の参加と素晴らしい提案を期待してい

る。

　大会は正直言って盛りだくさん過ぎた。英

語が苦手な我々にとって通訳を介しての討論

参加では限界がある。せめて英文の要約が会

場で配布されたらもっと理解が深まるのだが

……。

　最後に、学生代表の閉会の言葉から“We 

have the power to change”。私達の言葉でも

ある。

※「つどい」のホームページは

http://www１.doc-net.or.jp/ ño_nukes/index.html

※IPPNWの雑誌定期購読予約について

　IPPNW では、寄付を兼ねて以下の出版物の定期購

読者 を募集 してい る。Vital Signs 、Medicine & 

Global Survival、 Nuclear Weapons Convention 

Monitor など。例えば、一括の場合は年間１００ドル

（米国外＋３０ドル）。詳しくは「つどい」の事務局

（保団連内）まで。　　　　  

　（まつい　かずお）


	04-5　特集1とびら
	06-9　安斎氏
	10-16　莇氏
	17　つどい広告
	18-21　松井氏
	22-25　中島氏
	26-29　佐藤氏
	30　書評1　
	31　書評2
	33　特集2とびら
	34-38　青柳氏
	39　書評3
	40-41　山本氏
	42-52　シュナイダー氏

